
 

                                

  
 
 
 
 

 

    

   

      

 

  

                        

  

 

 

 

 

 

患者様） 
４月２０日、受診で女子トイレを利用した所、中が 

動きやすくなっていました。棚の移動だけでも出入り 
が楽になりました。年を重ねるごとに足元がおぼつか
なくなります。又、以前から気になっていたクロスも 
きれいになりました。コロナ対応で大変な時期ですが 
早々に取り組んで頂きありがとうございます。 まだ
先の見えないコロナの現状ですが、先生をはじめ、職員
の皆さんも体に気をつけて共に頑張りましょう。  
ありがとうございます。 

委員会） 
投書いただきありがとうございます。 
患者様が利用する空間、また行き来する場所の衛生

面、利便性については職員も日常業務終了後などの時
間を活用しチェックを強化していきたいと思います。
また、バリアフリーやスペースの問題など、事業所利用
委員会でも定期的なラウンドチェックを計画したいと
思います。 

新型コロナワクチン予防接種 
 
現在も個別接種（医療機関等）会場での予約が取りづらい

状況が続いています。 

国が『7月中に高齢者（65歳以上）の接種を完了させる』

という発言が非常に大きなインパクトを与えました。 医

療現場では通常の診療の対応に加え、藤沢市の健康診断（6

月～10 月）も重なり、ワクチン接種の枠を増やしたくて

も対応が困難なのが現状です。  

広報には集団接種会場の案内がようやく掲載されまし

たが、対応人数はごくわずか…。 当院も、接種日が限ら

れていますが、仮予約をしていただいた方へ順次接種日の

連絡をしているところでございます。 大変ご不便ご心配

おかけし、誠に申し訳ございません。 

 
※ 誠に勝手ではございますが、 

夜間診療（17：30～19：00）の時間帯の 
ワクチンに関するお問い合わせはご遠慮下さい。 
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藤沢診療所 事業所利用委員会 

連絡先    0466-25-2514 

診療所を利用して気づいた点やご意見・苦情やお褒め
の言葉などを入れていただく投書箱です。  

投書は事業所利用委員会・職場会議にて確認し、 

診療所の改善に反映させていただきます。また、 

投書内容の回答は虹の箱だよりに掲載致します。 

虹 の 投書箱 

職員異動のおしらせ   

（ 藤沢診療所 事務長 中尾匡史 ） 

 

木製のドア…、 紙のカルテ… 、壁に貼られた 

様々な案内や署名用紙… 

藤沢診療所の懐かしさとアットホームな雰囲気に居心地の良

さを感じながら、あっという間に月日が流れ、2015年 11月か

ら藤沢診療所に勤務し 5 年半。7 月より戸塚病院への異動と

なりました。 これまで職員の異動のたびに患者さんには不

安を与えながらも、「移動先でもがんばってね」という気持ち

で送り出してきましたが、いざ自分が異動となると、新たな

環境への不安や寂しさ、名残惜しい気持ちでいっぱいです。 

 

2年前 『藤沢診療所移転 20周年記念のつどい』の開催に

携わり、移転当時の写真に写る組合員さんたちの期待と喜び

の表情がとても印象に残っています。また、今も、これから

も続く診療所の歴史の中に自分も関われたことは私にとって

宝物です。 

 

現時点において、まだまだ新型コロナウイルスの収束の気

配は見えず、不便の多い日が続きます。その中での異動とな

り、組合員の皆様、患者様には大変ご迷惑をおかけ致します。 

後任には戸塚病院の杉崎事務長が着任致します。 

今後とも藤沢診療所のご支援、変わらぬ 

ご愛顧のほど切にお願い申し上げます。  

 

また、5年半、皆様に支えていただき 

本当にありがとうございました。 

皆様の健康を心よりお祈り申し上げます。 

虹の投書への回答 

～設置場所～ 

●診療所 1F 自動ドア付近入口 

●待合室入ってすぐ左 

患者様） 
５月２８日（金）また、支部会議利用の駐車で、往生し

ました。毎度の事ながら、いつになったら改善されるのか。
患者本位の医療を。 

 
委員会） 

5/28（金）は隣接する高齢者住宅の空テナントで支部ニ
ュースや機関紙の折込み作業を行っております。支部委員
に車を利用されている方がいらっしゃらないので、患者様
送迎のためにボランティアをされている方の車ではない
でしょうか。今後は『送迎中』であることを示すカードを
フロントガラスに置くなど工夫します。 また、駐車の件
につきましては再度確認致します。 

 大変申し訳ございませんでした。 


